
1 

 

令和 6 年度 第 4 回 岡山市障害者自立支援協議会  

運営会議（議事概要） 

 

日 時：令和 6 年 12 月 26 日（木）10:00～12:00 

場 所：岡山ふれあいセンター第 1 研修室 

参加者：別紙参照 

 

１．開会あいさつ  

【障害福祉課：作野課長代理】 

年末になり、インフルエンザ警報になる見込み。今年度は報酬改定もあり改革の年、相談

支援機能強化事業所や児童発達支援センターの今後についても検討してきた。強度行動障

害関連の対策については県全体で議論を開始している。児者移行支援も同様。今後も皆様の

ご協力をよろしくお願いします。 

【中山副会長】 

 年の瀬となりました。早いと感じた一年も運営会議を重ねるごとに様々な活動は進んで

いることを実感してきた。今後もよろしくお願いします。 

 

２．活動報告 

１）東部地域部会【地域活動支援センター旭川荘：本田副所長】 

・部会定例会と地域移行ワーキンググループ（以下、WG）を各々月１回実施。 

・11 月：研修会「居宅介護支援事業所と相談支援事業所の役割や制度理解」 

 背景）介護保険サービスへ移行するケース増 今後も年１回は実施する予定。 

・12 月：日中支援型グループホーム（以下、GH）評価  

（ラシエル平井） 

・今回で３回目の実施だが、担当者が毎年変更している。 

・今年度金銭トラブルが報道でもあったため、一連の経緯や金銭管理等の質問も多くある。 

・苦情件数の増加に関する質問もある。 

・東区では、日中支援型 GH が令和７年２月に新規立ち上げ予定（事業所名：ビジョナリ

ー） 

 

２）中央北地域部会【地域サポートセンター仲よし：向所主任相談支援専門員】 

・月 1 回定例会開催 

・11 月 

① グループスーパービジョン（事例：精神障害がある 60 代男性 精神科退院後のくらし
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～夜間の話し相手はどうする～） 

② 情報交換会（計画相談支援の請求のタイミング、担当者会議など） 

③ 地域移行 WG：精神科訪問看護ステーション 4 事業所との意見交換 

・12 月：日中支援型 GH 評価 （ソーシャルインクルーホーム岡山建部町、ソーシャルイ

ンクルーホーム岡山門前） 

入居者の意思決定支援、職員の退職率、地域連携推進会議などの質問がある。 

・御津支所の窓口対応について：障害支援区分認定調査の流れが他の福祉事務所に比べると

遅い。【地域サポートセンター：川口主任相談支援専門員】 

例）4 月から生活介護予定の高校 3 年生。 

夏に相談申請するも移行支援会議にも間に合わず、4 月 3 日に区分がでた。 

例）4 月に区分が切れる人が 6 月にでる。 

その間は区分切れが発生した（後に暫定支給決定で対応した可能性あり）。 

11 月も同様の案件が発生した。 

→行政間で問題を共有し対応改善に努める【障害福祉課：栗尾係長】 

 

３）南西地域部会 【支援センターコンドル：前田主任相談支援専門員】 

・定例会：月 2 回実施、地域移行 WG：月 1 回、相談支援事業所アウトリーチ：月 1 回 

・定例会の内容：計画相談支援関連加算取得の方法、特別支援学校移行支援会議後の基本相

談ケース、8050 問題の増加、保護者の口コミ（相談支援専門員）情報 など。 

・11 月 8 日：ミニ研修会「相談支援専門員が知っておきたい成年後見制度」  

講師：パブリック法律事務所 参加者：17 機関 31 名 

・11 月 25 日：サービス管理責任者・相談支援専門員合同意見交換会 

 参加者：サビ管：31 名 相談支援専門員：26 名 

 内容：自立支援協議会の説明、報酬改定の全体像、グループワーク「良い変化は質の向上

へ、悪い変化は地域課題へ」 

・１２月２０日：日中支援型 GH 評価 赤磐市や玉野市からの参加者あり 

（ソーシャルインクルーホーム今保） 

・開所から 3 年経過。定員２０名中、６０代が６名となり入居者の高齢化により介護保険と

の連携も今後必要。 

・相談支援専門員との情報共有、医療的ケア者の受け入れ、町内会とのつながり、サービス

等利用計画と個別支援計画との連動などの要望もあがった。 

（おうちだ） 

・定員 20 名のうち支給決定が岡山市の利用者は 3 名（昨年より１名減少）。３０代４０代

が中心。 

・地域連携会議は令和７年１月に実施予定。 

・GH 発信で個別支援計画の交付や担当者会議の招集も増加している。 
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・苦情受付件数が増加（積極的に声を拾う）。 

・短期入所の受け入れ拡充や福祉避難所の機能強化、岡山市の利用者の受け入れも要望があ

がった。 

 

４）広報部会 【ひらた旭川荘地域活動支援センター：横山センター長】 

・来年度にむけたえーんじゃねっと（ホームページ）の掲載方法の改善を洗い出し。 

・事業者情報の更新を 11 月に勧奨。その際、現時点で閉鎖および変更している事業所があ

ることを把握。来年度の障害者のしおりと相違がないようにしていく必要がある。 

・「事業所を探す」部分については、計画相談支援事業所以外の相談をする機関について追

加していきたい。 

・事業所情報のダウンロードが現時点ではＥｘｃｅｌ形式になっているがＰＤＦ形式に変

更した。 

 

５）福祉サービス部会 【岡山南障がい者相談支援事業所：三宅主任相談支援専門員】 

・研修会の内容を検討。 

 3 月 6 日（木）PM 開催予定「テーマ：グループホーム」  

対象者：GH 職員および関心のある方 

 講師：薬師寺先生（美作大学）  

事例発表者：浦安荘（利用者の参加も検討）、弘徳学園 

 チラシをかものはし（B 型）に発注 

・日中支援型 GH 評価の様式（評価票）の再確認を実施。 

 

６）教育部会【地域サポートセンター仲よし：川口主任相談支援専門員】 

・１１月８日実施。 

・生活介護事業所説明会（9 月）の振り返り。肢体不自由児の卒後進路の少なさが説明会の

発端。知的障害児にも対応した事業所の参加させてほしいとの声がある。医療的ケア児の受

け入れに関する説明の要望もある。 

・地域課題「一般の高校、高等支援学校からの相談増加」。就労継続支援 A 型（以下、Ａ型）

だけでなく、就労継続支援 B 型の利用希望が増加している（A 型の閉鎖問題が現生徒にも

大きく影響を及ぼしている）。瀬戸支援学校は入学希望者が減少している中、卒後一般就労

へつながる支援に苦慮している話もある。 

・教育と福祉との連携ワーキンググループ 

① 福祉サービスの説明・児童版資料「フクセツ・キッズ」を作成中 

② 2 月 18 日：座談会開催予定（相談支援専門員×教員） 

 

７）就労支援部会【障害福祉課：橋本課長補佐】 
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・月１回、コア会議および全体会議開催。 

・地域生活定着支援センター職員がメンバーとして参加。今後、B 型連絡会のメンバーも参

加予定。 

・企業実習の際の加入できる保険についての問題  

実習中、支援者同行の場合は保険対象だが、同行しない場合は対象となる保険商品限られ

ていた。１０月からその保険商品がなくなった。現在は、答えがなく、支援者同行で対応中。

各機関の保険商品の情報共有を実施し、岡山労働局にも問題を相談中。 

・農園一体型一般就労「コルディアーレ岡山農園」に見学した方の報告を共有。 

・2 月 22 日：「社会への一歩サポートフェス」開催予定。 

 

８）精神保健福祉部会【健康づくり課：宮内主事】 

・12 月 3 日開催 

・8050 問題に関するインタービュー結果の共有を介護や保健分野に実施。今後、連携する

ための機会創出を検討。 

・12 月 12 日「医療と保健福祉の検討会」 

 参加者：医療機関５機関 相談支援事業所５事業所 基幹相談支援センター 

 医療機関から上がった課題を協議 

「精神科病院の高齢の入院患者、退院先はどこに？」 

「精神科病院から身体科病院への移送方法は？」 

「退院後の障害福祉サービスの利用手続きは？」 

 

９）相談支援部会【障害福祉課：栗尾係長】 

・第 2 回計画相談研修会について  

 3 月 26 日開催予定 テーマ「相談支援事業所における加算の理解」 

・セルフプラン率について 

 岡山市は全国平均より高い。要因は利用者が増える中で相談支援専門員が不足。岡山県実

施の相談支援初任者研修は毎年 100 名参加者がいる中で増加しないのは疑問が残る。県と

共同して後追い調査を実施予定。 

 

１０） こども支援部会【わかくさ学園いちご：杉本園長】 

・11 月２０日 研修「テーマ：家庭を支援するとは」 

 80 名参加 共通事例によるグループワーク 

・1 月 15 日（予定） 研修「テーマ：他機関連携について」 

 ひかりんく 地域こども相談センター 児童相談所 児童発達支援センター 基幹相談

支援センター によるシンポジウム 

・2 月 19 日（予定）研修「テーマ：地域課題について」 
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１１） 医療的ケア児ワーキンググループ 

【障害者基幹相談支援センター：籔内主任相談支援専門員】 

・12 月 7 日に研修を実施。「テーマ：重症心身障害児・医療的ケア児のための防災知識」 

・講師：つばさクリニック中川ふみ先生  

・申込者：79 名（うち当事者 16 名） 

・当事者保護者目線での防災知識 15 のキーワードをカードで紹介 

 「薬」「水」「食べ物」「電源」・・・ 

・とりあえず出始められることの手札をひとつずつ増やしていくというお話で、アンケート

集計の満足度も高い研修となった。 

 

③ 行政機関より 

中山氏）市民の広場にて「精神保健福祉手帳による JR の割引」に関する記事を見た。割引

を受けるには「１種」「２種」などの印字が手帳にされる必要でもあるため、さらに市民へ

の周知も必要ではないかと思う。第 1 回の差別解消委員会でこの話題があがり、形になっ

たと認識している。 

→さらなる周知方法を今後検討する。 

 

④ 協議事項・情報提供 

１）令和 6 年度協議会フォーラムについて 

・1 月 6 日：シンポジスト打ち合わせ 

・1 月 10 日：講師打ち合わせ 

 

２）令和 6 年度全体会について 

・3 月 25 日（火）午前開催予定。 

 

３）令和 6 年度第 5 回運営会議について 

・2 月 18 日（火）午前開催予定。 

・協議会要綱の会長副会長の改選については協議内容となる。 

 

４）岡山市障害者団体連合会から【宮内副会長】 

・公共交通に関する会議（岡山市交通政策課、公共交通各事業所などが参加）に利用者代表

として参加。 

・精神・聴覚・知的障害などは、外見ではわからない障害のため誤解される事が多い。運転

士に障害の理解をしてもらうことを要望した。 

・現在の幹線道路から地域の支線道路へ、妹尾駅～北長瀬駅間をある事業所がバス運行を実
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施する見込み。 

 

５）障害者の権利擁護・虐待防止に関する研修会 

・1 月 28 日（火）13：15～16：30 ウェルポート灘崎 

 

⑤ 閉会挨拶【宮本副会長】 

平素より障害児者への相談等で対応していただき感謝しています。本日も各部会の活動

報告や今後の方向性が話されました。今後も障害がある方の住み慣れた地域で安心した日

常生活が送れるよう、よろしくお願いします。 


